
有明海の特産魚類
高知大学教授木下泉

実は、長崎大学で佐賀県庁の川村さんら数名の有志と共に、南部総合開発、当時は諌早湾をほぼ全

部埋め立てるという事だったと思うのですが、それに何とか学生の力として反対していこうと、そ衆

にはきちんとしたデータがいるのだという事で、大学院生の時に調査を行った経緯があります。その

頃からいつか本当の科学者又は研究者になって、この有明海という所をそういう政治的な反対･という

意味のデータをとりたいと思いました。もう一つその有明海という所は日本随一の干満差がある、世

界でも極めて貴重な海、そこに生息する日本ではここにしかいない魚だけではなく、色々なプランク

トンにしてもベンI､スにしてもここにしかいない海洋生物がいるという極めて貴重な海という事で‐

やはり科学的興味も合わせて、いつか本格的に科学者として研究したいというのが夢でした。今日庭

こうやって一部我々がやった成果を皆さんに披露できるという事を大変光栄に存じます。

今、エチゼンクラゲでかなりクローズアップされています中国沿海部、それから潮海という韓国と

中国にはさまれた海域が極めて日本の有明と似ています。もう一つ西ヨーロッパにワッデン海という

オランダ沿岸からドイツ沿岸にかけて広がる海、これも極めて潮の干満差が大きくて昔からここでプ

レイスというカレイの仲間なのですけれども、ヨーロッパでは水産業上極めて重要な魚の稚魚の成育

場になっているという研究がかなり昔から行われています。しかしながら有明海と良く似た環境であ

るワッデン海では早くから魚及びエビ､カニの成育場として注目されて研究がされて来たにも関らず‐

この有明海では、そういう干満差のある泥の所を、魚の子供たちのゆりかご、すなわち成育場として

注目して研究されたことが殆ど無い。これは極めて驚くべき事なのです。有明海の干潟域を見ると

色々な面白い魚またはエビ、カニがいるのですけれども、本当に諌早湾の計画が実行されるまで、こ

こは本当に非常に重要な成育場ではないかという認識を持つことは、全くなされなかった。恐らく諌

早湾の計画、工事をやられる前にそういうアセスメントの仕事として、もしかしたらやられている方

もしれない、しかしながらそういったデータは一切表に出て来ていない。

今日は特に2つの事に注目して喋って行きたいと思います。

まずは先程も申しましたように、私たちが学生時代にやったデータというかサンプルが、卒業して

ずっと殆ど見ていかなかったのが、今、長崎県庁に勤めている柴崎さんがずっと持ち続けていた。妄

崎県ですから離島が数多くあります。彼は壱岐とか五島とか色々な所を転勤しながら、いつも彼の婆

さんから「もう今回は捨てて、もう今回は捨てて」と言われながらも、ずっと何十本というサンプ兵

を持ち続けていたのです。それを今回少し、まだ10分の1位ですけれども見て、まず第一に今の諌早

湾と25年前の諌早湾では、魚の子供たちはどの様に変化したのかという事を話したいと思います。

二つ目は有明海広しといえども全部が魚の成育場になっているのかということ。それで私たちは炭

に注目しまして、川が流れ込んでいる干潟域こそ、魚の成育場になっているのではないか、そうい弓

川が流れ込んでいない所は、そうではないのではないか。即ち、特に筑後川、六角川という主要なII

が流れている湾奥、及び、本明川が流れていた諌早湾という湾は、有明海でも重要な魚類の成育場:ｰ

なっていたという事を証明する為に、この2つに力点を置いて喋って行きたいと思います。

ここに（図1）古図と現在の海図を並べています＝

まず皆さん、有明海というと全てを指していると思

われている方が殆どでないかと思います。恐らくマ

スコミ等もこれ全部を有明海と言っています。実膳

海図による正式名称は島原湾です。有明海はどこか

といいますと、どうもはっきりはしないのですが

ここに有明海と書いて有ります。

だから、島原湾の湾奥部こそが有明海と、海図で

は言っているようです。しかし今回は、宇土半島等

よりも北側、諌早湾を含んだものを有明海として話

をしたいと思います。図1左に示しましたのが元禄

時代に将軍綱吉の時代に作られた海図であります＝
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当時まだ、伊能忠孝とかが生まれるずっと前ですので、ところが本当に驚く位に元禄時代に作られた

地図と、現代に作られた地図というのは、本当に変わらないというのが良く解ると思います。それ力

らもう一つびっくりするのが、皆さんも古図というのを見られた時、たいてい陸の線はこういう平面

で書いているのに対して、山の線は横から見た風に書かれていたと思います。しかしこれはなんと、

現在で言うケバ図法、つまり上から見てちゃんと高い所、低い所を書いている地図で、この当時書I‐

ている事は極めて驚くべき事だと思います。

もう一つ注目したいのが、鍋島藩の佐賀城であります。佐賀城がかなり海に近いという事です。も

う一つ、干潟域をきちんと書いているのです。筑後川、六角川、それから塩田川周辺及び諌早湾に干

潟域が極めてよく発達しているのが元禄時代でも既に認識されていたという事が分かります｡しかし‐

干拓問題ですけれども、実はこの有明海という所は、平安の昔から干拓は行われていたそうです。つ

まり干潟域が発達する所というのは、干拓も簡単ですし、やはりやり易い。やはり昔はなるべく住む

所を多く、それからお米や色々な物が取れる耕作地が欲しいのは当たり前、そういう純粋な欲望のも

とに特に江戸時代には鍋島藩の元で盛んに干拓を行っていたそうであります。

有明海の湾奥部を一言で表すとこの状態です。（写真1）

これは六角川の河口域です。これは我々が使って

いますヒラメの稚魚とかカレイの稚魚とかを取る為

の桁網を洗っているところです。船は走らせていま

せん。そのまま船を止めて網を洗っている。かつこ

れは下げ潮ではなくて、上げ潮つまり川を遡って上

げ潮の状態で洗っている状態です。もう一つ注目し

たいのはこの色です。すなわち、コーヒー牛乳より

ももう少し濃い、知らない人が見ると汚染されてい

る、ものすごく汚い様に感じるかもしれません。し

かし、実は、この濁度のある水こそが有明海を支え

ているのではないかと推測しております。これは実

は小さい火山灰のシルト系のものすごく細かく、比 写真1

重の軽い泥がずっと長年有明海の湾奥部に溜まった

ものが、有明海特有の潮の干満差による潮流によっ

て浮き上がってこのような高濁度水を形成するので

す。まさにこれこそが有明海の重要な一つと言って

もいいと思います。

これは（写真2）シーボルトが日本の絵師に書か

せた有明海の魚たちの中から、特に特産種、日本で

は有明海にしかいない魚たちを並べたものでありま

す。特産種すなわち有明海では大陸依存種でありま

す。大陸依存種というのは、中国にも日本と極めて

似た環境、韓国にもあります。そこにはこれらのほ

とんどがいる訳ですね。おそらく日本列島が中国大

陸から分かれる時に中国大陸と同じ環境、即ち潮の

シーボルトが観た有明海の
特産種たち(大陸遺存種）
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陸から分かれる時に中国大陸と 同じ環境、即ち潮の写真2
干満差が極めてあって、浮泥が発達する海域が有明

海にのみ何らかの理由で残り、そこだけに何とか生き残っているという考え方が一番の定説ではなi

かと思います。皆さんも良くご存知だと思いますけれども、エツ、ハゼクチ、ワラスボ、ムツゴロウ．

アリアケシラウオ、アリアケヒメシラウオ、ヤマノカミです。現在では中国の方ではこのシラウオ関

係は殆ど見られないようになっているようです。私の所で博士の学位を取って、今、上海水産大学の
ズォン

教授をやっている鐘君が、揚子江河口域がまさに有明海と同じような環境で、それも有明海の湾奥部

よりも数倍、数十倍広い規模を持っていますが、現在ではこのシラウオ類については殆ど見ないと言

っておりました。ただしエツ類に関しましては、中国大陸では少なくとも3種いるのではないかと言

われています。このワラスポですが、ここ佐賀で話しているので皆さん本当に良くご存知だと思うの
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ですけれども、これはあとで話が出て来ますが、これは目が殆ど退化して点状になっていて目が殆ど

無いといってもいいです。しかしながら口には極めて鋭い、しかし見掛け倒しでそんなに痛くはない‐

歯をたくさん持っています。エイリアンという映画を皆さんご存知だと思いますが、それを見ると恐

らくエイリアンを作った特撮監督は有明海のワラスボを見て、エイリアンの顔を作ったのではないか

と思う程よく似ています。先程この歯は見掛け倒しだと言いましたが、この歯は見た目が物凄く鋭↓

のですが､ワラスボの胃の内容物などを調べると巻貝とかゴカイとかそういう物しか食べていません

恐らくワラスボの歯というのはヒゲ鯨のヒゲと同じような役割を果たしているのだと思います。即ち

彼らは目が見えなくて殆ど泥中の中に棲んでおり、仮に水中に上がって来たとしても殆ど高濁度水塊

にいます。泥を彼らは恐らく‘ガブッ’と食べて、泥だけを吐き出す為のフィルターになっているの

ではないかと思います。これが先程から言います本当に日本では有明海にしかいない魚です。

諌早の埋め立て問題を少しおさらいしたいと思い

ます。（図2）まず1950年代です。諌早湾どころか、

実はこの島原半島と天草の松島の間に潮受け堤防、禰畷調“画W手呼榊’
大規模なダムを作って有明海全体を淡水化しようと陳皐演総切脚域38(2粥》29《'‘髄）

いう計画がまことしやかに計画されていたのです。

淡水化して中に大耕作地帯を造ろうと、当時まだ戦

争に負けて5年位しか経っていませんので、これか

ら日本が発展していく為には人口を増やし、その人

達に食べさせる大耕作地帯を造ろうという事がひと

つの大きな大義名分だったかと思います。しかしな

がらそれは大変な計画だという事がお役人さん達も

分ったのではないかと思いますけれども、1960年代勇刀~つ7こじノLF~＃｡,名ミヤ』刀勤こﾉ画V』ざ9り可しこむ，土ソ、U』十-1、J 図2．

になるとこの計画が縮小しまして、いわゆる南部総

合開発といわれる諌早湾だけを埋め立てる、潮受け堤防を作って、中に大耕作地帯を作ろうという計

画にいつの間にか変わりました。その後、幸いにも1980年代に一度中止しております。ところが1990

年代に再び、いきなり着工されまして、皆さんもご記憶にあるかと思いますけれども、90年代は規模

が大体3分の1に縮小されて、いわゆるギロチンが1997年4月に降り、現在に至っている訳であります‐

この後、佐賀地裁で一度工事差し止めとなり、しかし福岡高裁で又工事をやってよいという事にな毎

ました。現在、中の埋立は着々と進んでいる状況であります。そこで先程、干潟域という事を出しま

したけれども、例えば有明海の大体の面積がおおよそ1700knr'、その内に干潟ができる面積は207km-

であるとある文献に書いてありました。またある文献では諌早湾の内域の面穣は36km-に達します『

これは有明海全体のわずか2％にしか過ぎない。干潟域というところは川が良く発達する所に出来る

ものなのですが、それに注目してみますと、なんと諌早湾を締め切った面穂、36km-の内の29km-か

干潟域で、これを有明海全体の207knv'でどれだけ占めるかといいますと14%を占めているという事

が分かります。即ちよく国交省とか長崎県が言う「たった2％にすぎないじゃないか」しかし、干潟

域という所に注目してみますと14％を占める。これは多少の数字の違いは有るかと思いますが、お麦

よそは当たっているかと思います。即ち干潟域に注

目すると有明海全体の'4％、それを顕著な川が流れ

込んでいる所の干潟域というところに注目しま謬一

と、半分ないしは3分の1は今回潰したのではないか

と考えてよいかと思います。

この様な状況下で、まず25年前と今ではどのよう

に変わったかというのを調べてみます。これは（写

真3）現在五島高等学校の臼井さんという方が、自

分の息子たちを連れて島原半島の'何とか岳という所

から撮った写真で、もう既に潮受け堤防ができてい

る。いかに大規模な工事かというのがよく分かりま

す。
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これは（写真4）我々の調査の一環で諌早湾に行

った時です。東西にあるのが潮受け堤防で、私達は

ここに来る前は良く知らなくてギロチンが降りてい

るだけかと思って、ギロチンさえ上げればまた、本

明川と諌早湾というのは繋がると思っていた。とこ

ろがそのギロチンの前に何とこの様にテトラポッ:、

が恐らく''1副0メートル、きっちり埋め込んである＝

これをもう一度開けるとなると、とてもじゃないけ

れど大変な工事になるという感じを持ちました。し

かしながら公共工事をする上では、もう一回開ける

となると、恐らくゼネコンとかは今度は逆に喜ぶの

ではないかと私は思うのです｡夏の調査の時ですが．
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ではないかと私は思うのです｡夏の調査の時ですが、 写真4

ここは殆ど底が無酸素状態になって、多くの稚魚た

ちが浮かんでいるところです。この稚魚たちは殆どがサッパおよびハゼの子供達です

これは（写真5）22歳当時の私です。今51才です

から30年前です。これはちょうど諌早湾の本明川の

調査から帰ってきたものであります。ここに稚魚ネ

ッ1,を持っていますけれども、この稚魚ネットはわ

ずか口径が45cmの極めてちゃ､ちなものです。調査

方法も学生ですのでお金もある訳がありませんか

ら、諌早湾の河口付近に架かっている不知火橋の上

から潮流を利用して、上げ潮、下げ潮で橋の上から

このネットを垂らして稚魚を採っていました。それ

だけではなくて、これは感心だったなと今思うので

すが、当然水温と塩分を測って且つ、そこには稚魚

たちが何で集まるのだろうかという事を考えて、プ

ランクトンの採集も同時に行っております。我々ま

だまだ本当に未熟な学生達がとにかく、始めた訳で

す。先程言いました様にその時のサンプルが残って

いた、それを今から紹介したいと思います。

次、それからこれが（写真6）幸いにもその調査

当時の風景写真が残っております。1979年5月です”

これが有明水産振興センターさんとの共同研究の

下､始めた年の2002年5月のまさに同じ所の写真であ

ります。「不知火橋を望る」これは高校の時の漢文

の先生に習ったものを高校の時は極めて成績が悪く

て殆ど覚えていないのですが、これだけ覚えている

のです。

「見る」というのは下から上を見る時には、この

｢望る」を使うそうです。望月の「望る｣。それから

上力;烈奏見る時にこの｢観る」を使うそうです≦
よく観月荘とありますね。月を見る荘、よくこの観

を使われていると思うのですが、あれは間違いらし

陰醗吟観月荘というのは下から上を見るのですか

蕊
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写真5

1979年5頁不知火橋を

望る
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写真6

陰蕊誇観月荘というのは下から上を見るのですからこの｢望る」を使わなければならない｡だから
望月荘と言う名前に改めなければいけないと漢文の先生が言われたのを良く覚えています。それはど
うでもいいのですが、79年、確かに今の六角川、また筑後川と同じような高濁度水塊それから干潟が‐

確かに25年前にはあった。ところが23年経った今日、見事に埋め立てて緑化している事が分ります‐
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単なる普通の川の溝、見た目ではもしかしたらこちらの方がきれいではないかと、逆にこちらの方に

ドロドロとして汚いと言われるかもしれませんけれども、先程も言いましたけれども、この干潟域、

高濁度水塊こそ、この本明川が諌早湾と通じて起きる上げ潮と下げ潮の、つまり2ノット時には3ノ､ゾ

トを超すこの流れこそが、有明海を支えているのではないかと思います。

現在どういう調査を行っているかと言いますと、

(図3）六角川から船で行ける最上流の所からずっ

と塩田川沖を通って、諌早湾までこの様な黒と白で

書いている定点で行っていますけれども、主に魚の

調査は二つの方法で行っております。ひとつは稚魚

ネット、二つ目は桁網、黒い点が稚魚ネットの定点

であります。白い点が桁網の定点であります。これ

は何の為に行うかと言いますと、魚というのは殆ど

の物が、まず生まれてからすぐは、あの様な親の格

好はしていないのです｡まだその魚と分らない様な、

全く違う形をしていて、殆どの魚がプランクトン的

な生活、つまり水中に浮かんだ生活をしています．

水中に浮かんだ時の状態を取るための物が稚魚ネ､ソ

●稚魚ネット
口径1,3“､例日11町、

0桁網
1息x“m､網目2，別

昂一理

-鳶.鳥"蕊

図3

卜です。プランクトンネットの大きい物とお考え下さい。それから桁網、これは一体何かと言います

と、今度カツオとかマグロとか、水底とか海底に縁のない魚は別として、殆どの沿岸魚がある程度女

きくなりますと、ほぼ親と同じような格好になって、ごく浅い所に着底します。そういう着底したは

かりの稚魚たちを取るのがこの桁網です。だから稚魚ネットによって、例えばワラスボの稚魚は一体

どこから流されて来るのか、どこから来るのかということを把握し、この桁網によってムツゴロウの

稚魚たちはどういった所を成育場にしているのかということがわかるわけです。その他に佐賀県でi三

有名な陣川さんのご協力のもと、アンコウ網という有明海仙伝統の潮の潮流を利用した、いわゆる、自

然に、環境にやさしい漁法と言ってもよいかと思うのですが、それにも乗らせて頂いて、混狸された

稚魚たちもデータにしております。

現在、我々専門用語で海洋物理と言うのですけれ

ども、「有明海の水は一体物理的にどうなっている

のか｣、物理的にというと水温、塩分、流れ、この2

つを物理的にといっております（図4)。0からずっ

と定点を15打っているのですが、これは六角川の最

上流部から諌早湾の一番奥を直線では結べないので

すが、一応直線で結んだとお考え下さい。ここに赤

で結んでいるのが六角川の河口に当たります。ここ

は諌早湾の湾口に当たります。縦軸が水深でありま

す。まず、塩分については、六角川の河口から上流

はつまり、淡水と海水が混ざり合う汽水の鉛直混合

を起こしている。大抵の川では河口域というのは上

だけが淡水の影響を受けて汽水になっていて、下の

方はほぼ海水という場合が多いのですが、有明海に

、吃沌”お準塾到●羽羽ユ1

０１

（
Ｅ
）
磁
饗 |鯛麓含’

汽水

鉛直混舎

唖 溝湾口

塩 分 （ P S U ）

n口

0 123456789121314
定且（L）

図4

流れ込む川の殆ど特に湾奥部の川は、その潮流のスピードが速いせいか上から下まで殆ど|司じような

塩分になる事がよくあります。ところが六角川河口を進み、湾の中央部に行きますと、30から31と陸

う塩分。この数値は普通の、例えば、今私は高知大学にいるわけですが、土佐湾などは34位です。3益

というのはどういう風に考えてもらったらよいかといいますと、水1000gにおおよそ34gの食塩が溶
けていると考えて頂いて間違いはないと思います。34というのが大体の普通の沿岸の塩分です。とぞ

う事は有明海というところは大体は31、これでもちょっと高い時だと思うのですね。これは恐らく三

月のデータだったと思いますが、31というのは有明海全体が普通の海よりは塩分が薄い海だと思って

頂いて構わないと思います。ところが31なのですが諌早湾に入っても殆どの塩分が変わらないこと力

－5－



これでよく分ると思います。即ち本明川と諌早湾を遮断した為に、諌早湾には塩分の影響が今は全く

無い。つまり殆どが外の海水と同じ海水という事が分ります。

画。函 画”hlOl－－

諌早翼寓ロ

0123455789121．141

次に濁度を見ていきたいと思います。（図5）こ

れだけ高濁度水塊が注目されている中、あまり濁度

に注目した研究というのは、過去あまり成されてい

ないのです。データが有ったとしても例えば透明度

板により上から何メートルまでそれが見えるかとい
E

う様なものでした。
蘭

我々は特に表層から底までの濁度に注目しまし痔
た。六角川河口には500という物凄い高濁度水塊が

有るのですが、むしろ中層に高濁度水塊が発達して

いるという事がよく分ります。例えば高知の四万十*

川では、台風の後に今日は物凄く濁っているなとい

う時でも50位です。ということは1000というのがい
定立（L）

かに高いかというのがよく分かるかと思います。と
図5

ころが六角川を出ると、急にこの高濁度水塊は無く

なります。諌早湾内ではこのような高濁度水塊は一切出て来ない。先程25年前の写真をお見せしまL

たけれども、25年前には確かにあった高濁度水塊は現在の諌早湾には全く有りません。

次は流れです。（図6）この機械は表層に浸けた

だけで水深30mまでの流向、流速を50cmピッチで、

それも船を走らせながら測っていくという素晴らし

い機械です。この技術は実は元々はイギリス海軍か

発明したそうですが、当時第2次世界大戦で大西洋

を大暴れしていたドイツのUボートをやっつける為

に発明された機械だそうです。それを更に発展させ

てイラク戦争とか、湾岸戦争の方でそれにGPS等の

色々な物を付けて作られた物がこのADCPという機

械なのですが、現在アメリカでしか作られていませ

ん。それはどうでもいいのですが。それで測った表

層の流れです。勿論矢印の1句きはこういう風に流れj曽Uﾉ掘れc､~す。没ﾉ耐ブくIIJのl叫さ(誤‘こういうﾉ肌に伽れ 図6

ているということを表わし、且つ矢印の長さは、流

速を示しています。更に赤は上げ潮時、青は下げ潮時を示しています。まず注目したいのは六角川周

辺です。時には3ノットになるような流れが上げ潮とも下げ潮とも見られることが分かります。とこ

ろが諌早湾になっていきますと、確かに湾口部では2ノット位の長さが下げ潮時発達しているのです

が、湾奥に行くに従って殆ど流れが無くなっているという事が分かります。つまりこれは何を表して

いるかといいますと、例えば穴の開いたバケツに、水を流しますと、何時まで経っても溜まらないで

どんどん流れます。ところが穴の開いていないバケツに水道水を入れると、ある一定でオーバーフ壷

一をしてしまいます。まさにその様な状態ではないか。つまり有明海の外では流れは充分あるけれど

も、少なくとも諌早湾の中ではここを締め切ったがために流れが殆ど無くなっている。この流れが無

くなると一体どうなるのか？諌早湾の外で生まれた動物ブランクI､ン又は魚の卵、もしくは魚の稚雲

たちがここには入って来られないのではないか。それからもう一つ先ほど無酸素状態で魚がいっぱし・

死んでいましたけれども、その無酸素状態を引き起こすのは、つまり諌早湾の水と、外の水との交流

が無くなる、交換が無くなった為にそこが無酸素状態になってしまうという事が考えられます。いず

れにしても極めて重要なデータだと思うのですけれども、諌早湾には上げ下げ共に殆ど流れが無くな

ってしまって、それが先程言いましたような状況を生み出している可能性が充分あるという事です。

これは25年前、本明川から網を吊るして、表層曳、中層曳と低層曳というのをやりました。主にこ

のデータは春から夏にかけてのデータを、今回はまとめて示しています。これは（図7）横軸が体長、
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縦軸が頻度を％で示して、どういう大きさのもの

が其々の魚種が本明川の河口域で出たかという上IJ¥一堂一
二ﾄ耀歎葵祭割美穂糞1A潅
壊蝶喜崩鑑鮮懸雛蕊L^ii
す｡それらの大きさをみると稚魚仔魚から稚魚1〃零
への移行期、すなわち浮遊生活から着底生活へと1J､V－蕊
移りかけのもの、それらが25年前には確かにいた1III二胃~高~富~蚕~、

のです。それからショウキハゼ、タビラクチとい 図7

うのは水産業上では何の価値もありませんけれ

ど、ほぼ有明海にしかいない。我々はこういうのを、準特産種と呼んでいるのですけれど、それら迄：

確かに本明川河口付近には多数いた。それからコイチです。有明海のコイチというのは今日お見えに

なっている田北先生が、どうも有明海のコイチは違うというふうに前々から言われていて、サッパさ

同様です。これは後でお話しますスズキも、有明海のスズキというのは他所のスズキとは違う、つま

り有明海特有の系群がいるのだと言われています。それらも確かに25年前にはちやちな採取法でこ索

だけ取れていた。それも成魚では無くて、丁度仔魚から稚魚への移行期、浮遊生活から着底生活への

ものが多数取れていたという事がよく分かります。

それを表(表1）にしてみました。！",“…およびI,図隼ｨ月に率閥川風ロ越廼"された仔愈(､二"鯛》…3月に"湾の潮蕊け"外で曝凝書れた”《n重"‘，

1979年5月、6月、8月及び1980年4月，腫趨“邸発"爾体…R廻鐙画"鼠憂…“＝

に本明川河口域で採取された仔魚とI鍬惣慰捌W副Zt-W.lITft/xtf98.7Pr3.-4.7
ハゼグチ1ユロJ1ql－“‘尊

いうことで、1位から15位までず匠 4シ町ウキハゼ11．0脚9.9-13.7

5 ワ ラ スポユ1円価乱候1，皆

つと並べてみました。これらはまだ‘マサゴハゼz7J5．陽7毎
ﾌサツパ”PW-Pa8.8-18.8

サンプルの10分の1位です。ピンク0ﾀピﾗｸﾃLOJ11･…
ﾛエドハゼ0－8J124-21.号

のラインマークを引いたのが有明海｜：鰯：:｜：『弘蕊

特産種です。黄色で示したのが先程｜；調。：｜＃千警|篭
一一一今．堅一－－－，－－，14シマフグ Q 1 J 私7酉9．0

言いました、他にもいるのだけれど 随ヤマノカョ J五F

15マハ理 J ＆9

も殆どが有明海にしかいない、もしI，叙う。』率2
15ナベカ 』 11.L弓

くは他にいる魚と有明海にいる魚が｜：騨羊；鰹
どうも違うと言われている準特産種｜：駕認ｼｮｳ夢：：鷺

鐘損不明0．3P『

です。それらがいわゆる、有明海特 表1
有の魚たちがこの様に25年前は確か

にいたのですね。コイチ、シマハゼ、ハゼクチ、ショウキハゼ、ワラスボ、サッパ、タビラクチ、シ

マフク、ヤマノカミ。ところが、2004年3月、これは今もずっと続けているのですけれども、本当に？

月のデータしかないので、申し訳ないのですけれど、3月に諌早湾の潮受け堤防外で採取された仔魚

は何と2種です。それもアカハゼとウキゴリ属という。個体数はちょっと多いのです。290そして、謡

集方法は、今、私も一応大学の方に勤めていますから、ちゃんと船を使った、採集道具も本当に本絡

的な物を使った上でこの差なのです。だから、いかにやはり今、諌早湾の中にいないかという事がよ

く分かります。今日こんな格好して皆さんの前に立つのは本当に申し訳ないのですけれど、今日も軸

6時から諌早湾に調査に行ってきまして、先程船から降りてきたところなのですけれど、諌早湾の稚

魚達はほぼゼロです。稚魚ネットのようなプランクトンを取るネットで、殆どいないという事は逆に

珍しいのですね。さらに種類組成も極めて単純です。アカハゼとウキゴリ属というのは有明海だけで

はなくてどこにでもいるハゼの仲間なのです。アカハゼとウキゴリ属にしても、これは特に親達が汽

水を特に好んでいるハゼ達でもないハゼの子供です。このように変遷してしまっている。今後きち良

と比較検討.していきたいと思っています。しかしながら、きちんと見たとしても恐らくこの差は変お

らないかと思います。

六角川河口域ではどうなのかというのを見てみます。（表2）六角川河口の春から初夏にかけての
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データをここに並べました｡･そこにはどういう仔魚達がいた2"3零5月･…4月の下げ蕊詩に六角順･域一遍灘或で"され嘩愈(卿書'1‘'）

かといいますと、やはり六角川河口域には確かにハゼクチ

ワラスポ、ムツゴロウ、ヤマノカミ、スズキといわゆるピュ

クと黄色の特産種、もしくは、準特産種が現在もわんさか↓

R粗餐個体敷凹発育段鷺体暴憧）

ロ4壁グチ一塁’1℃-JIL生室I
2シマハゼ藁21.5Pr剣乙喋122

ﾛｰｰﾜﾗ寡ポ12日J21､牛1鋲4

、ム画きﾛゥ寧誰街Z｢鳶紅I

クと黄色の:侍座極、もしく（ま、準符座ｲ理か呪仕もわん己かい5シマフグα,J7．7－:曇
6カタクチイワシQ9偽 11.喋i吾"

る訳です。それを25年前の本明川と六角川とを比較してみま，‘ピﾊ樫。,P『’･‘一二
8ショウキハゼ0．8耐42-〔重

T－L一へ弐一》八1 1『商“今／云垂手圭一ルーL司黄△1野百W●レニ圭季壬－2竪さ壬一両口IWI9ハゼ秘0．6Pr1.7-目

順位の差こそあれ殆ど同じような種が本明ハした。つまり '四ヤマノヵ璽一唖一露浬牟唾【1

も六角川もいたという事が分かります。この事から25年前、M手鵜：；風

即ち本明川と諌早湾が繋がっていた時には、確かにあそこはM窯。＆Ir
I3マナナゴ0．1J

六角川と殆ど変わらないような魚の成育場があったと言って＊鯛1,1六角,1，
種冬R蚤 R蚤

も い いかと思います。コィチ，乳，

今まで浮遊していた稚魚たちの話をしていたのですけれ：護国淵：‐魁
ど、次に着底していった稚魚達を比較したいと思います。僧蕊竺号W蝦，

マサゴハゼ627

(図8）但し、残念ながら25年前は着底した稚魚というのはサッバァ2．
タビラ曳警81．o

我々は調査しておりません。どう い う 概 念 で や っ た か と い い ＝ ■ ■
シマフグ14ul 5Q9

ますと、諌早湾でやったもの、有明海の湾奥、有明海の中にｶﾀｸﾁｲﾜｼ‘q

も色々な環境があります。それを大きく西部海域として河川表2

が殆んどない海域、それから六角川と塩田川の河口内、およ

7．9－1a0

11.手Iati

lO､9

21.9

蝿.8

ぴ川の中の感潮域をエリア3、こちらをエリア1とし

て、それともう1つ河口前面に広がる干潟域の面、

それをエリア2として、この3つのカテゴリーで比較

検討してみました。

まずワラスポです。（図9）左から佐賀西部、塩

田川を含む海域、それから六角川下流、ここで注目

したいのが、ワラスボの小さな個体、着底して間追

ない個体は塩田川感潮域と六角川感潮域にしかほぼ

出ない。北部海域でも出て来ない。即ち、ワラスボ

というのは、浮遊期は海で過ごしていますけれど

最初に着底する所は川の中であるという事がこの事

から良く分かります。佐賀西部には殆んど出てこな

いという事は有明海が広しといえどもワラスポの稚

図8

ワラスボ

佐冒茜録塵田川感潮域興部海域大角111墜墾準

魚が成育場としている所は、この顕著な川が流れて趣騨月

いる川の中であるという事が分かります。
8月、＝言

ここからも、同じ様なのですけれども、（図10)

蕊懸零害零脇鯉駕篭蕊計IN
示しています。特産種を見ますとやはり小さな個体題

錘年2月p＝・

が、特にエリア1，つまり顕著な河川がないところ

では殆んどいない。ところがハゼクチは、先程のワ

ラスボとは違ってエリア2，つまり川の中にあまり

、君17

■1－－

’
二
《
重
紗長

一
ｋ
Ｌ
鵠

、＝45

Ｌ
■
Ｌ
、
’

」
ヒ
ヒ
》

I小さな個体が着底’

入ってこない。つまり、川の前の河口の前の干潟域 図9
に着底しているという事が分かります。ところが、

ムツゴロウは先程のハゼクチと一緒で圧倒的にその川の中の底におちつく個体で、殆んど川の無い西

部海域には小さな個体が殆んどいない事がよく分かります。ところが、アカハゼは、即ちどこにで達

いるハゼというのはそんなに3つ大差が無い。むしろ川が無い所とか、前面海域とかには多いのです

けれども、あまり顕著な差がない事が分かります。

これは（図11）緑で示しました日本国内では殆んどが有明海にしかいないという準特産種です。シ

ョウキハゼとシロチチブを示しています。ショウキハゼというのは､これはムツゴロウ､ワラスポと同
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じで、小さな個体というのは殆んどが川の中でしか

捕れない｡それから､逆にシロチチブ､これも準特産

種なのですけれど、これを見るとなんと、むしろ雁

の無い所の干潟域に多いという事が良く分かりま

す。だから全部が全部、干潟域をゆりかごにしてい

る訳ではない。魚種によって違うのだという事がこ

のことからよく分かります。

これは（図12）皆さんもよくご存知のクツゾコで

す。クツゾコには2種類おります。コウライシタビ

ラメとデンベエシタビラメです。．

デンベエシタビロメというのは、現在、有明海以

外にアカシタビラメに似たようなシタビラメがいま

すが、それと同種なのか別種なのかというのは、ま

だ論議されているところでありまして、今回は一応

別種として扱います。これを見ますとまず、コウラ

イアカシタビラメの方は個体数でいきますと、その

川の前の前面海域と、それから河川干潮時の個体数

で、密度で行くとあまり変わらない。それから、デ

ンベエシタビラメの方は全体的に全然変わらないと

いう事が分かります。ところが小さな個体、着底直

後の小さな個体をみますと両種ともやはり川周辺で

多い。川の中、もしくはデンベエシタビラメにしま

すと、川の前面海域で多いという事が分かります‐

つまり、この両種ともやはり、川の前の干潟域もし

くは川の中の底をゆりかごにし、その後成長するに

従って、特にこのデンベエシタビラメというのは全

域に広がっていったという事が分かります。

（図13）コイチこれも純特産種、それからシロク

チ、これは一応どこにでもいるシログチと一緒です

が、これを見ますと、やはり同じ事でコイチ、シロ

グチは、小さな個体は河川干潮域に多い。しかし、

シログチを見ますと個体数で見る限りではあまり環

境によって変わりはないという事が分かります。即

ち、シログチの場合は川の中をゆりかごとするので

すけれども、その後、段々段々全域に広がっていっ

ているのではないかという事が予想されます。
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（図14）スジハゼというと、本当にここで言うと

ハゼの研究者に怒られるのですけれど、どこにで過

いるハゼというのはあまり変わらないのです。

次、これを見てまとめますと、特に特産種、それ

と又準特産種が特に子供の頃､河川干潮域もしくは

川の前の干潟域に小さい頃集中して生息していると

いう事が分かりました。即ち有明海の中には干潟域

が随分発達しています。干潟域と言ったら、ある先

生から「干潟域というのは空気中に露出している事

を言うのであって、魚なんか棲めないよ｡」と言わ

れました。確かにそうです。私が言う干潟域という
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のは干潮時干潟になった所と受け止めて下さい。こｽジﾊゼ顕Aスジﾊゼ顕B

れは他に言い方がなかなか無いのです。潮間帯と言…働蒙‘竺鴫へ』…･‘･…
ぬ

ったら良いかもしれませんが、潮間帯と言ったら、…爵
磯場を皆さんイメージされるかもしれないので、私”

が言う干潟域というのは干潮時干潟になる所と思っg
”

て頂ければと思います｡そういう所が有明海には沢…i:
山有るのですが、しかしながらその中でも川が流れ“

釣

込んでいる干潟域が、特に有明海特産種の重要な成…麺

育地になっている可能性が高いということです。こ ‘：

の事は、今締め切られてしまい、且つ、流れも無く

|ざ｢1
働垂7

。麺麹息‘"‘"画鈴圏、詞／“
それ如宜ら感、

なり塩分も極めて高くなってしまった諌早湾のその 図14
北部が、いかに大事な所であったかという事を示し

ていると思います。そこで、その現在の諌早湾の北部、潮受け堤防の外なのですけれども、そこは一

体どんな魚達が成育場にしているかという調査を六角川河口と比較してみました。

（表3）左が諌早湾で、7種しか出なかったのです。六角

川河口をこちらに示し、燈色で示したのが特産種です。それ
糠早湾六角川河口

種名
R 謎 R 鷲

から、黄色で示したのが準特産種です。蝿くべき事に諌早湾謬湛ハ』瀞
ﾒバル 219．7

にはもう特産種、準特産種の着底稚魚が全くいない事が分かｽジﾊゼB41a680．6
ハタタテヌメリ57．6

りました。その代わり何がいるかといいますと、ヒメハゼ、溌響イ6”71．5

スジハゼ、メバル、スジハゼ､ハタタテヌメリ、メイタガレヨ蕊>､ゼ，4油
71．5

ｲ､ｲｶﾅゴ｡ﾏｱﾅゴは2個体､3個体位しか採れなかった房難韮ﾗ※l’す堂
のではないかと思うのですけれども､こういう即ち有明海の溝予；篭
特産種とは全然関係のないどこにでもいる魚達が､諌早湾の、弓獄ゼ8“

71．2

全くいないという事は無いのです。無酸素状態でない時は、塀､ゼ風8“80．6

コウライアカシタビラメ8q6

ある魚は諌早湾に入ってくる。しかしながら、25年前我々が

調査をやった時のように、多くのワラスボとかハゼクチとか
表3

が捕れたあの状態では全くなくなったという事が分かりま

す。六角川河口にはショウキハゼ、デンベエシタビラメ、ワラスボ、エツ、このような魚達が河口付

近で成育。諌早湾と六角川河口は全く稚仔魚相を異としてしまっていると言う事が分かります。

次、先程から言いました六角川河口域、高濁度水

塊で魚達はどんな事をしているのだろうと、ここか

ら少し科学的におもしろい話を紹介したいと思いま

す。

これは（写真7）ワラスボです｡先程言いました、

エイリアンの稚魚達です｡実はワラスポは小さい頃、

つまりプランクトンの生活をしている頃、ちゃんと

りっぱな目を持っているのです。それからこういう

ふうに成長、発育していくに従って、ある所でパタ

ッと目がこのようになってしまう。無くなってしま

う。殆んど皮膚に埋没してしまう。これは見えてい

るのですが実は皮膚に埋没して黒く見えているだけ

です。どうも、ここで何か起こっている可能性があ

喝一一
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一一
一

一
ー

L－－▽ 5m
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写真7

るのですね。

これを（図15）見て行きますと、これは横軸に体長、縦ﾘhiiが目の眼経を示します。それから、下に

頭の長さに対する眼経を比率で示したのがこの下の縦1Illです。まず実測値、即ち目の大きさというの

は、ワラスボが成長していくと共にどのように変わっていくのかという事を示しています。

それからここに示しているのは、S、M、NDというのは、Sというのは、四角は表層で取れた個体、

－1()－



三角は中層で取れた個体、それから黒は底層で取れ

た個体を示しています。まず浮いている時は、表層

または中層で浮いている時は目はそれでも成長と堂一r／、

に大きくなっていっているのです。ところが、ある

境、およそ体長でいくと12を境に体が大きくなって

目は大きくならなくなったのではなくて、目自身迫

収縮してしまったのです。収縮してしまってゼロ、

つまり皮膚の中に埋没してしまった。その個体が一

体何処にいるかといいますと、黒い丸で示した近底

層と言いまして、底近くを曳くように作ったネッ:、

にいっぱい入ったのです。丁度、目がまさに変態し
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ている、無くなっている個体がなかなか取れなかっ

たのですが、これがこのネッl､を使う事によって、 図15

まさに目が無くなっているという状態の個体が多数

捕れました。それも体長で見ますと僅か10mmから13mmつまり2mmから3nimの間でこのような劇的

な変化が起きているのです。それを今度は比率で見てみました。比率で見てみますと確かに浮遊生活

を送っている間、つまり表層から中層でまだ暮らしている間に、既に目は段々小さくなってきて、そ

して12mmを越えると一気に比率で見ると小さくなっている。つまりここから彼らはちゃんと着底生

活を送るようになって、即ち彼らワラスボというのは、最初はこのように目が有るにもかかわらず、

ある日突然、いや、時間突然、底近くで暮らし始めると目が一気に無くなってしまうという急激な輿

の消滅が11mmから僅かほんのちょっとの間、恐らくたった1.1mmから1.5mmの成長といった、2、ご

日あるかない.かのほんの短い間で起こっているというのが分かりました。

これは（図16）今日付き添いで来て頂いている藤
一、-p，‐一一ローベへ一心一凸争、一式一二'五一丑一一8..国一．一－．－● 一聖〆盃 Mar､18(L-ncl)Apr.18(Beamtrawl)
田さんという方のスズキの調査結果です。スズキの……‘~~"~ソ

但竺n口〆＝”唾晶■吟嘩量旦竺I

稚魚の研究は私も一緒に京都大学の田中先生というざ

方と'0年間位ずっとやっていたのですけれども､今喜
◎

回六角川でもスズキの稚魚の調査を行っています。骨

有明海のｽヌｷというのは､現在色々 な事が言われ辱
－

ていまして、一番注目されている事実というのは、：“

中国産スズキと日本産スズキのあいの子が有明海に§≦．
特化して分化しているのだということです。有明海二
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以外の所のスズキというのは、そんなに川の中に入
DistancefromSt.6(km)

ってこないのです。稚魚の時代。特に岸辺の波打ち
図16際とか、それから、「アマモ場」という所を成育場

にしているのが多いのですが、何と有明海のスズキ

というのは、もう他の所では既に着底して岸辺近くで生活している.ものが、川の中、それも流深部で

ぶかぶか浮いて暮らしているのです。では六角川ではどうなのか。まず4月18日の調査です。これは

定点で、河口部から上流部へと段々向っている点になります。スズキの稚魚の密度を示している図で

す。それから、こちらはそれの餌となるアミの密度を示しています。定点間による変化でこの棒グラ
フが動物ブランクI､ン、アミ類を含む動物プランクトンの密度を示している。これを見ますと、何と
六角川のスズキというのは、アミを食っているのです。陣川さん達がよく作られているアミの塩辛の

アミです。えびではありません。アミなのです。それも、あるアミではなくて、アミの子供なのです。
アミというのは卵を産むのではなくて体内で生れた卵から生れた子供が、その幼体がずっとびっしり

付いていまして、それが親から離れます。その密度の図16を見ますと、一番最盛期は物凄い量がいま
す。皆さんもあのアミの塩辛がおいしいのは御存知と思います。スズキにとってはヘンデルとグレー
テルのお菓子の家に居るような物なのです。もう、そこに居れば口を開ければアミが入ってくる。極
めてスズキにとっては良い環境であることが言えます。筑後川のスズキのまず最初の餌は、カイアシ

類というもう少し下等な小さなエビの仲間なのです。そのカイアシ類が何とこれも大陸遣存種もしく
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は特産種であって、日本では有明海にしかいない

だから、筑後川のスズキはそれを食っている。筑後

川ではそのカイアシ類を食った後、先程のアミを食

べはじめる訳ですけれども、しかしながら六角川の

スズキは本当にお隣の川ですけれども、最初からア

ミを食べています。その結果どうなるかというと･･・

スズキの稚魚が一体どういった所にいるかといい

ますと､先程示しました高濁度水塊を形成しますが．

スズキというのは一定の所にいるのではなくてこの

高濁度の水塊と共に川を行ったり来たりしていると

いう事がよく分かります。（図17）

これ（図18）を見て頂きますと20ミリを越えると

もう殆どの六角川のスズキの稚魚の餌はアミという

事が分かります。

次、その結果どうなるかといいますと六角川に入

って来ますと、2月、3月、4月、5月、6月、7月と成

長していっているという事が分かります。成長の量

を筑後川の過去のデータと六角川の2003年のデータ

とで比較してみますと（図19)、六角川では1年しか

データが無いので何とも言えないのですが、少なく

とも筑後川の5年間よりも大幅に勝っている。同じ

時期に採れたこれ3月、4月というのが川にスズキの

稚魚があがってくるピークなのですが、その頃の稚

魚の大きさの平均値を比べますと、大幅に六角川の

方が大きい。それは何故かと言いますと、ミルクか

カイアシ類、離乳食がアミとしますと、筑後川の場

合はミルクを飲んで離乳食を食べる訳ですけれど、

六角川の場合は最初から離乳食、それも親ではなく

て幼体を食べている。もしかしたら、有明海のどこ

かでスズキが産まれてどの川に入るかによって、ス

ズキの稚魚はその後の成長は決まってしまうのでは

ないか。成長、すなわち彼らにとってです。しかし

ながら、つまりほんの隣の川なのにどの川に入るか

によって、スズキの運命は大きく変わる可能性があ

るということを示していると思います。

とりとめの無い話になりましたけれど、'何れにし

ても河口域もしくは河川干潮域の重要性、それが特

に特産種にとっての重要性、および有明海域の湾奥

が物凄く多様性がある所だという事を少しでも理解

して頂けたらと思います。
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